
QC（球C）ゲーム プログラム

（公財）本荘由利産学振興財団



球Cゲーム タイムスケジュール

9：00

8:45～9:00 オリエンテーション

9:00～9:20 自己紹介

9:20～10:00 ルール説明、役割分担等

12：00

10:00～データ取得、現状の把握

10:20～目標の設定・要因の分析・対策の立案と実施

12：00～12：45（昼休憩）

17：00

12:45～対策の立案と実施（続き）

5ゲン主義で考えよう

15：00～効果の確認

15:30～歯止め・標準化

16:00～改善結果まとめ・報告書提出

16:20～最終立ち合い（納期）

16:30～アンケート作成・提出
16:45～サテライトオフィス見学
16:50～修了式



＜球Cゲームのルール＞
当財団で所有している「ボール打ち装置」の飛距離が「ばらつき」安定した飛距離
を実現する為に、各サークルへ「ボール打ち装置」の改善を依頼します。

＜依頼条件＞
ボール打ち装置に用いている現有部品（ツールＢＯＸ内部品）のみで操作が簡単で安定した飛距離を実現させ
たい。飛距離は1300ｍｍ±100ｍｍを規格（良品範囲）とします（中央値は1300ｍｍ）。

＜採用条件、立ち合い＞
・要求仕様をクリアしている事。
・納期（本日16：20～立ち合いを行います）
・改善終了後の最終立ち合いで、最も中央値に近い飛距離を出した装置１台を採用します。
立ち合いは、他サークルリーダーに標準書通りに作業（試し打ち）してもらいます。ボール発射作業は原則各サーク
ル１回のみとします。

＜要求仕様＞
１、工程能力指数CP1.00以上
２、ボール発射の作業が簡単であること（人の要因が少ないこと）
３、QC的問題解決法に裏付けされていること



活動報告書作成方法

1.テーマ名、サークル名
サクール長、役割分担

2.活動計画と実績



計画を入力

計画書の
シート

活動報告書の
シート



ボール打ち装置操作方法ルール

1.データは一人5回取得（連続5回、やり直しは禁止
但しボールが場外へ出た場合は可）

2.ボールは１番～５番まで１個ずつ順番に使用すること。
3.飛距離を測定する人は一人に限定すること。
（測定者が打つ場合のみ、他の人が測定する）
4.データは３０回分測定すること（6人分×5回）
（人数が足りない場合は一人２回（１人×5回）打つことができる
但し１人連続10回は禁止）

5.改善していく段階で要因分析し、使用するボールは、１個に絞って下さい。
6.飛距離は1ｍｍ単位（1321ｍｍ等）で正確に測定して下さい。
（0.1ｍｍ、5ｍｍ、10mm単位で測定しないこと）

※取得DATAはデータシートに記入して下さい



3.ヒストグラム、ｘﾊﾞｰR管理図
（現状の把握、改善前後）

注意事項
黄色枠以外への入力は

禁止

DATA1（報告用）

DATAは活動報告資料xlsを開き
シート4枚目、DATA1（報告用）の上側
黄色枠内に入力してください。

改善後は下側の黄色枠内に入力してください。

DATA2（データ取得用）



3.ヒストグラム、ｘﾊﾞｰR管理図
（現状の把握、改善前後）

注意事項
黄色枠以外への入力は

禁止

わかったこと

わかったこと



規格範囲を手動で合わせる必要があります。 折れ線がグラフをはみ出す場合は目盛を変
更する必要があります。

3.ヒストグラム、ｘﾊﾞｰR管理図
（現状の把握、改善前後）

7.効果の確認（ヒストグラム、ｘﾊﾞｰR管理図）も同作業



4.目標の設定

5.要因の分析（特性要因図）



6.対策の立案と実施項目



8.標準化・歯止め（作業標準書、点検表）



報告資料

1.活動報告書（実施したＱＣ活動報告書をまとめ、提出してもらう）
2.自己紹介票（発表後回収します）
3.アンケート（作成後回収します）


